擬作詩としての明の張楷「和唐詩」 by 鈴木, 敏雄
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擬
作
詩
と
し
て
の
明
の
張
楷
「
和
唐
詩
」
鈴
木
敏
雄
一
序
言
清
の
汪
師
韓
（
一
七
〇
七
～
？
、
雍
正
十
一
（
一
七
三
三
）
年
癸
丑
の
進
士
）
は
、
そ
の
論
著
「
雜
擬
雜
詩
之
別
」（『
詩
學
纂
聞
』
所
収
）
に
於
い
て
擬
作
詩
（
模
倣
詩
）
を
史
的
に
概
観
し
、
そ
の
中
で
、
明
代
に
「
擬
唐
詩
」
が
出
現
し
、
つ
い
で
「
和
唐
詩
」
が
出
現
し
た
事
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
…
…
錢
希
白
作「
擬
唐
詩
」百
篇
、自
序
曰
、「
今
之
所
擬
、
不
獨
其
詞
、
至
於
題
目
、
豈
欲
抛
離
本
集
。
或
有
事
迹
、
斯
亦
見
之
本
傳
。」
然
僅
於
『
許
顗
詩
話
』
見
其
「
擬
張
籍
上
裴
晉
公
」
及
「
擬
盧
仝
」
二
詩
、
顗
謂
「
擬
古
當
如
此
相
似
方
可
傳
。」餘
詩
未
之
見
也
。…
…
至
如
高
彦
恢「
擬
唐
」諸
作
、
雖
云
得
聲
調
而
遺
神
明
、
不
可
謂
非
古
人
之
用
心
矣
。
乃
若
永
樂
間
慈
谿
張
楷
式
之
有
「
和
唐
集
」、『
竹
垞
詩
話
』
謂
「
不
獨
律
詩
踵
韻
、
至
歌
行
古
風
并
上
句
亦
和
之
。
同
時
餘
姚
陳
贄
維
誠
亦
然
。」
其
集
未
見
、
然
觀
竹
垞
謂
「
人
雖
至
愚
、
不
愚
於
此
。」
則
夫
塵
容
俗
状
、
又
不
可
不
知
所
戒
也
（
又
弘
治
中
呉
江
崔
澂
淵
甫
有
「
和
唐
詩
」
三
百
七
十
餘
首
）。
（
…
…
銭
希
白
「
擬
唐
詩
」
百
篇
を
作
り
、
自
ら
序
し
て
曰
く
、「
今
の
擬
す
る
所
は
、
独
り
其
の
詞
の
み
な
ら
ず
、
題
目
に
至
つ
て
も
、
豈
に
本
集
を
抛
離
せ
ん
と
欲
せ
ん
や
。
或
は
事
迹
有
れ
ば
、
斯
ち
亦
た
之
を
本
伝
に
見
る
」
と
。
然
れ
ど
も
僅
か
に
『
許
顗
詩
話
』
に
於
い
て
其
の
「
擬
張
籍
上
裴
晉
公
」
及
び
「
擬
盧
仝
」
の
二
詩
を
見
る
の
み
に
し
て
、
顗
「
擬
古
は
当
に
此
く
の
ご
と
く
相
似
て
方
に
伝
ふ
べ
し
」
と
謂
ふ
も
、
餘
の
詩
は
未
だ
之
を
見
ざ
る
な
り
。
…
…
高
彦
恢
の
「
擬
唐
」
の
諸
作
の
ご
と
き
に
至
つ
て
は
、
声
調
を
得
て
神
明
を
遺
る
と
云
ふ
と
雖
も
、
古
人
の
用
心
に
非
ず
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
[ １
]。
乃
ち
永
楽
の
間
の
慈
谿
の
張
楷
式
之
に
『
和
唐
集
』
有
る
が
ご
と
き
は
、『
竹
垞
詩
話
』
に
「
独
り
律
詩
の
韻
を
踵
ぐ
の
み
な
ら
ず
、
歌
行
古
風
に
至
つ
て
も
并
せ
て
上
句
も
亦
た
之
に
和
す
。
同
時
の
餘
姚
の
陳
贄
維
誠
も
亦
た
然
り
」
と
謂
ふ
。
其
の
集
未
だ
見
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
竹
垞
の
「
人
は
至
つ
て
愚
な
り
と
雖
も
、
此
よ
り
愚
な
ら
ず
。」
と
謂
ふ
を
観
れ
ば
、
則
ち
夫
の
塵
容
俗
状
は
、
戒
む
る
所
な
る
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
又
た
弘
治
中
の
呉
江
の
崔
澂
淵
甫
に
も
「
和
唐
詩
」
三
百
七
十
餘
首
有
り
）。）
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こ
の
中
で
汪
師
韓
は
、「
和
唐
詩
」
を
物
し
た
詩
人
と
し
て
明
の
張
楷
（
一
三
九
九
～
一
四
六
〇
、
字
は
式
之
、
江
寧
府
慈
谿
あ
る
い
は
四
明
の
人
、
中
丞
を
拝
せ
ら
る
[ ２
]）
ら
を
挙
げ
、
そ
の
作
を
「
塵
容
俗
状
」
で
あ
り
、「
愚
」
で
あ
る
、
と
評
し
て
い
る
[ ３
]。
そ
の
際
、「
張
楷
式
之
有
『
和
唐
集
』」
以
下
の
部
分
は
、
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
、
字
は
竹
垞
）『
靜
志
居
詩
話
』（『
明
詩
綜
』
引
）
の
次
の
部
分
に
依
拠
す
る
。
中
丞
「
和
唐
」、
不
獨
律
詩
踵
韻
而
已
、
至
歌
行
古
風
并
上
句
亦
和
之
。
同
時
餘
姚
陳
贄
維
誠
亦
然
。
登
黄
鶴
者
必
賡
崔
顥
之
章
、
宴
滕
王
者
必
仿
子
安
之
體
。
人
雖
至
愚
、
不
愚
於
此
矣
。
其
在
閩
提
督
軍
務
、「
除
夕
作
」
詩
云
「
亂
離
何
處
覓
屠
蘇
、
濁
酒
三
杯
也
勝
無
。」
又
云
「
除
夜
不
須
燒
爆
竹
、
四
山
烽
火
照
人
紅
。」（「
除
夕
作
」
詩
）
爲
言
者
所
劾
而
罷
、
此
殆
非
和
韻
詩
宜
。
其
中
禍
後
、
舍
和
韻
、
不
復
作
也
。
（
中
丞
の
「
和
唐
」
は
、
独
り
律
詩
の
韻
を
踵
ぐ
の
み
な
ら
ず
、歌
行
古
風
并
び
に
上
句
に
至
つ
て
も
亦
た
之
に
和
す
。
同
時
の
餘
姚
の
陳
贄
維
誠
も
亦
た
然
り
。
黄
鶴
に
登
る
者
は
必
ず
崔
顥
の
章
に
賡
ぎ
、
滕
王
に
宴
す
る
者
は
必
ず
子
安
の
つ
体
に
仿
ふ
。
人
は
至
つ
て
愚
な
り
と
雖
も
、
此
れ
よ
り
愚
な
ら
ず
。
其
れ
閩
の
提
督
の
軍
務
に
在
る
に
、「
除
夕
の
作
」
詩
に
云
ふ
「
乱
離
何
れ
の
処
か
屠
蘇
を
覓
め
ん
、
濁
酒
三
杯
ま
た
無
き
に
勝
れ
り
」
と
。
又
た
云
ふ
「
除
夜
爆
竹
を
焼
く
を
須
ゐ
ず
、
四
山
の
烽
火
人
を
照
ら
し
て
紅
し
」（「
除
夕
作
」
詩
）
と
。
言
ふ
者
の
劾
す
る
所
と
為
つ
て
罷
む
、
此
れ
殆
ど
和
韻
詩
の
宜
し
き
に
非
ず
。
其
れ
禍
に
中
り
て
の
後
、
和
韻
を
舍
て
て
、
復
た
と
は
作
ら
ざ
る
な
り
。）
こ
こ
で
朱
彝
尊
は
更
に
、
元
の
楊
士
弘
（
字
は
伯
謙
）『
唐
音
』
[ ４
]所
収
の
唐
詩
各
首
に
和
韻
し
た
張
楷
ら
の
「
和
唐
詩
」
に
つ
い
て
「
此
殆
非
和
韻
詩
宜
」
と
言
い
、
そ
の
批
判
の
理
由
と
し
て
、
一
、
和
す
る
際
、
初
二
句
の
下
句
末
の
韻
字
の
み
な
ら
ず
、
上
句
末
の
字
も
踏
襲
し
て
い
る
、
二
、
旅
先
で
黄
鶴
楼
に
登
れ
ば
必
ず
崔
顥
の
「
黄
鶴
楼
」
詩
に
和
し
、
滕
王
閣
で
宴
を
催
す
れ
ば
必
ず
王
勃
の
「
滕
王
閣
」
詩
に
和
す
と
い
う
、
い
わ
ば
月
並
み
化
が
見
ら
れ
る
、
三
、
中
丞
（
都
御
史
）
と
し
て
閩
中
（
福
建
）
の
乱
の
平
定
に
当
た
っ
て
い
な
が
ら
、
戦
火
を
除
夜
の
爆
竹
に
見
立
て
る
よ
う
な
不
謹
愼
（「
不
可
不
愼
」）
と
も
言
え
る
内
容
を
詠
ん
で
い
る
、
の
三
点
を
挙
げ
る
。（
こ
れ
ら
指
摘
の
う
ち
の
三
つ
目
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
張
楷
が
軍
務
中
に
「
耽
詩
玩
冦
」
の
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
弾
劾
さ
れ
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
る
も
と
と
も
な
っ
て
い
る
[ ５
]。）
す
な
わ
ち
、
冒
頭
に
挙
げ
た
汪
師
韓
の
張
楷
ら
「
和
唐
詩
」
に
対
す
る
評
価
は
、
こ
れ
ら
朱
竹
垞
の
指
摘
を
承
け
、
そ
の
「
容
・
状
」
を
「
塵
・
俗
」
で
あ
り
「
愚
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
張
楷
ら
の
「
和
唐
詩
」
は
、
擬
作
詩
史
上
に
在
っ
て
は
、
心
の
こ
も
ら
な
い
、
形
骸
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
清
代
の
文
学
史
家
と
し
て
の
汪
師
韓
は
、
こ
の
朱
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竹
垞
の
否
定
的
な
見
解
を
承
け
、
あ
た
か
も
擬
作
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
明
代
の
「
和
唐
詩
」
形
態
に
至
っ
て
末
期
的
な
症
状
を
呈
し
た
か
の
よ
う
な
論
調
を
用
い
、
自
ら
の
構
想
す
る
、
六
朝
時
代
か
ら
始
ま
る
擬
作
詩
史
「
雜
擬
雜
詩
之
別
」を
締
め
括
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
汪
師
韓
の
取
り
上
げ
て
い
る
、
い
わ
ば
擬
作
詩
史
の
今
後
に
影
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
に
言
わ
れ
て
い
る
張
楷
ら
の
「
和
唐
詩
」
に
つ
い
て
、
寧
ろ
そ
の
可
能
性
の
ほ
ど
を
、
そ
れ
が
「
擬
作
詩
」
で
も
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
一
度
見
て
お
き
た
い
と
思
う
[ ６
]。
な
お
、朱
竹
垞
お
よ
び
汪
師
韓
が
「
同
時
餘
姚
陳
贄
維
誠
亦
然
」
と
言
っ
て
い
る
所
の
、
張
楷
と
同
様
に
元
の
楊
士
弘
『
唐
音
』
に
和
韻
し
た
陳
贄
（
字
は
維
誠
）
の
「
和
『
唐
音
』」
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
考
察
を
省
く
が
、
明
の
曹
學
佺
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
三
百
八
十
四
（
明
詩
次
集
十
八
）
の
採
録
数
が
張
楷
を
凌
い
で
一
百
九
十
一
首
に
も
上
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
考
察
が
俟
た
れ
る
こ
と
、
こ
こ
に
付
記
し
て
お
き
た
い
。
二
張
楷
伝
張
楷
と
い
う
人
の
伝
に
つ
い
て
は
、「
明
史
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
明
の
李
賢
の
「
張
公
神
道
碑
銘
」
お
よ
び
呂
原
の
「
張
公
墓
誌
銘
」
に
、
張
楷
の
「
公
の
生
ま
る
る
は
洪
武
戊
寅
三
月
二
十
二
日
を
以
て
し
、
而
し
て
其
の
卒
す
る
は
天
順
庚
辰
十
一
月
七
日
と
為
す
、
享
年
六
十
有
三
な
り
」
の
間
の
詳
細
な
行
状
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
明
史
紀
事
本
末
』
に
は
上
命
を
受
け
て
浙
閩
の
盗
（
鄧
茂
七
、
葉
宗
留
ら
）
の
乱
等
を
平
定
し
た
事
蹟
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
伝
記
の
概
ね
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
浙
江
通
志
』
に
は
、
清
の
湯
斌
（
一
六
二
七
～
一
六
八
七
）
に
よ
り
「
張
楷
伝
」
の
あ
ら
ま
し
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
張
楷
は
永
楽
二
十
二
（
甲
辰
、
一
四
二
四
）
年
の
進
士
で
、
宣
徳
二
（
一
四
二
七
）
年
に
は
命
を
奉
じ
て
関
中
車
騎
を
督
し
、
北
征
に
従
い
、
期
に
先
ん
じ
て
集
合
し
て
江
西
道
監
察
御
史
を
拝
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
正
統
十
三
（
戊
辰
、
一
四
四
八
）
年
秋
九
月
、
左
僉
都
御
史
に
抜
擢
さ
れ
、
閩
（
福
建
）
の
鄧
茂
七
お
よ
び
処
州
の
葉
宗
留
ら
の
叛
乱
を
平
討
し
て
い
る
（「
平
浙
閩
盗
」）。
景
泰
元
（
一
四
五
〇
）
年
に
朝
廷
に
呼
び
戻
さ
れ
、
天
順
三
（
一
四
五
九
）
年
に
は
、
南
京
右
僉
都
御
史
と
な
っ
て
い
る
。
天
順
四
（
一
四
六
〇
）
年
朝
廷
に
賀
に
入
っ
た
際
、
京
で
卒
し
た
と
あ
る
（
張
楷
の
墓
は
、『
嘉
靖
寧
波
府
志
』
に
依
れ
ば
、
蔡
家
山
に
在
る
と
い
う
）。
ま
た
、
張
楷
の
為
人
は
坦
夷
濶
達
で
、
善
く
賢
者
を
推
轂
し
用
い
た
の
で
、
至
る
所
で
成
功
し
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
の
学
は
、
經
史
か
ら
天
文
、
医
卜
に
至
る
ま
で
、
通
暁
せ
ざ
る
無
く
、
文
に
は
古
法
有
り
、
書
は
行
草
篆
隸
が
上
手
く
、
詩
に
尤
も
耽
り
、
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
吟
咏
を
廃
す
る
こ
と
な
く
、
晋
唐
人
の
風
が
有
っ
た
、
と
い
う
[ ７
]。
著
作
と
し
て
は
、『
千
頃
堂
書
目
』
[ ８
]や
『
浙
江
通
志
』
に
、「
陜
西
紀
行
集
」「
輕
侯
集
」「
介
庵
集
」「
歸
田
録
」「
南
臺
稿
」「
百
琴
操
」「
效
顰
稿
」「
和
選
詩
」「
和
李
謫
仙
樂
府
古
詩
杜
少
陵
七
言
律
十
二
卷
」「
和
唐
詩
正
音
二
十
八
卷
」「
和
許
渾
丁
卯
集
」「
和
高
季
廸
缶
鳴
集
」「
和
中
峯
和
尚
梅
花
咏
（
梅
花
百
咏
）」、
そ
の
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他
、「
四
經
糠
粃
（
一
作
稂
秕
、
又
作
四
書
穅
秕
）」（
佚
、
未
見
）
「
大
明
律
解
」（「
大
明
律
條
」）「
律
條
撮
要
」「
撮
要
武
經
」「
小
學
増
廣
事
物
紀
原
」「
孔
子
聖
跡
圖
賛
」
等
が
挙
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
著
作
の
う
ち
「
和
選
詩
」
か
ら
「
和
中
峯
和
尚
梅
花
咏
（
梅
花
百
咏
）」
ま
で
は
全
て
所
謂
「
和
詩
」
で
あ
っ
て
、
張
楷
の
神
道
碑
や
墓
誌
銘
に
「
公
悉
和
之
、
累
數
百
巻
。
皆
豪
贍
壯
麗
、
海
内
之
士
、
莫
不
口
服
（
一
作
腴
）
而
心
悅
之
。
外
國
亦
市
其
集
、
而
慕
其
風
采
」（
公
悉
く
之
に
和
し
、
累
ね
て
百
巻
を
数
ふ
。
皆
豪
贍
壯
麗
、
海
内
の
士
、
口
服
し
て
心
に
之
を
悅
ば
ざ
る
莫
し
。外
国
も
亦
た
其
の
集
を
市
ひ
、而
し
て
其
の
風
采
を
慕
ふ
）
「
海
内
之
士
皆
耳
熟
其
名
、
而
朝
鮮
來
使
往
往
市
其
『
和
唐
音
』
以
歸
」（
海
内
の
士
皆
耳
に
其
の
名
に
熟
し
、
而
し
て
朝
鮮
の
来
使
往
々
に
し
て
其
の
『
和
唐
音
』
を
市
ひ
て
以
て
帰
る
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
張
楷
は
そ
れ
を
得
意
と
し
、
海
外
か
ら
の
使
者
も
来
朝
し
て
入
手
を
望
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
張
楷
の
「
和
詩
」
に
対
す
る
当
時
の
評
価
は
、
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、「
景
泰
改
元
（
一
四
五
〇
）
年
、
公
班
師
至
京
、
有
妬
其
功
者
、
劾
公
、
初
至
耽
詩
玩
冦
以
罪
、
罷
歸
。」（「
張
公
神
道
碑
銘
」）
と
あ
り
、
朱
彝
尊
も
「
其
在
閩
提
督
軍
務
、『
除
夕
作
』
詩
云
『
亂
離
何
處
覓
屠
蘇
、
濁
酒
三
杯
也
勝
無
』。又
云『
除
夜
不
須
燒
爆
竹
、四
山
烽
火
照
人
紅
』（『
除
夕
作
』詩
）。爲
言
者
所
劾
而
罷
、此
殆
非
和
韻
詩
宜
、其
中
禍
後
、
舍
和
韻
、不
復
作
也
。」と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
務
中
に
行
な
っ
た
「
耽
詩
玩
冦
」
行
為
の
た
め
に
弾
劾
さ
れ
、
罪
を
得
て
い
る
（
手
柄
に
対
す
る
嫉
妬
と
も
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
逆
に
、
張
楷
が
軍
務
や
職
務
で
各
地
を
征
旅
す
る
際
に
も
、
詩
跡
に
在
れ
ば
歌
枕
的
に
「
和
唐
」
に
耽
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
弾
劾
さ
れ
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
と
は
言
え
、
寧
ろ
そ
う
い
う
形
で
作
詩
に
耽
溺
す
る
活
動
を
行
い
、
実
績
を
上
げ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
所
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
張
楷
と
い
う
詩
人
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
三
明
代
に
於
け
る
張
楷
の
評
価
で
は
、
張
楷
の
伝
と
併
せ
て
、
清
の
朱
彝
尊
や
汪
師
韓
以
前
の
明
代
、
張
楷
在
世
当
時
の
張
楷
の
詩
作
に
対
す
る
評
価
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
張
楷
と
同
時
代
の
張
洪
（
字
は
宗
海
、
常
熟
の
人
）
は
、
楊
士
弘
『
唐
音
』
に
和
し
た
張
楷
の
和
韻
詩
集
『
和
唐
詩
正
音
』
に
序
を
寄
せ
（
正
統
二
年
、
一
四
三
七
年
）、
次
の
よ
う
に
言
う
。
襄
城
楊
士
弘
集
『
唐
音
』
行
於
世
、
…
…
監
察
御
史
張
楷
式
之
、
學
優
德
贍
、
心
平
氣
和
、
將
托
聲
詩
以
觀
己
志
、
摘
『
唐
音
』
中
律
詩
絶
句
、
盡
和
之
。
里
生
錢
昌
録
以
示
余
、
三
復
之
餘
、
得
其
詞
意
。
即
予
所
謂
「
辭
氣
渾
厚
、
不
求
奇
巧
、
自
然
難
及
」
者
也
。
上
無
六
朝
氣
習
、
下
無
晩
唐
流
麗
、
得
正
音
之
體
製
者
也
。
凡
予
致
思
而
未
得
者
、
皆
能
洞
發
其
微
、
出
以
己
之
志
意
、
酬
酢
盛
唐
諸
名
公
、
雖
不
能
一
一
模
範
、
而
要
之
自
然
、
一
家
之
言
可
尚
也
。
已
若
欲
刻
意
求
工
、
則
不
出
於
自
得
也
。
…
…
（
襄
城
の
楊
士
弘
集
『
唐
音
』
世
に
行
は
る
、
…
…
監
察
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御
史
の
張
楷
式
之
、
学
優
れ
徳
贍
り
、
心
平
ら
か
に
し
て
気
た
和
や
か
、将
に
声
詩
に
托
し
て
以
て
己
が
志
を
観
さ
ん
と
し
、
し
め
『
唐
音
』
中
の
律
詩
絶
句
を
摘
ん
で
、
尽
く
之
に
和
す
。
里
生
の
銭
昌
録
し
て
以
て
余
に
示
せ
ば
、
三
復
の
餘
、
其
の
詞
意
を
得
た
り
。
即
ち
予
の
所
謂
る
「
辞
気
渾
厚
に
し
て
、
奇
巧
な
る
を
求
め
ず
、
自
然
に
し
て
及
び
難
き
」
者
な
り
。
上
に
六
朝
の
気
習
無
く
、
下
に
晩
唐
の
流
麗
無
く
、
正
音
の
体
製
を
得
た
る
者
な
り
。
凡
て
予
の
思
ひ
を
致
す
も
未
だ
得
ざ
る
者
に
し
て
、
皆
能
く
其
の
微
を
洞
発
し
、
出
だ
す
に
己
の
志
意
を
以
て
し
、
盛
唐
の
諸
名
公
に
酬
酢
し
、
一
々
模
範
す
る
能
は
ず
と
雖
も
、
而
も
之
を
要
す
る
に
自
然
な
れ
ば
、
一
家
の
言
は
尚
ぶ
べ
き
な
り
。
已
に
若
し
刻
意
し
て
工
み
な
る
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
自
得
を
出
で
ざ
る
な
り
。
…
…
明
、
葉
盛
撰
『
水
東
日
記
』
所
収
「『
和
唐
詩
正
音
』
序
」）
張
洪
は
こ
の
序
に
於
い
て
、
唐
詩
を
初
唐
の
「
始
音
」、
盛
唐
の
「
正
音
」、
晩
唐
の
「
遺
響
」
の
三
等
に
分
け
、
初
唐
の
も
の
は
六
朝
の
気
習
が
遺
り
、
晩
唐
の
も
の
は
奇
な
る
を
巧
ん
で
い
て
、
語
が
難
し
い
わ
り
に
意
は
浅
く
、
盛
唐
の
も
の
の
み
が
奇
な
る
を
巧
ま
ず
、
自
然
で
、
言
葉
も
気
も
厚
み
が
有
り
、
ま
さ
し
く
「
正
音
」
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
言
う
。
し
か
し
当
時
、
和
唐
す
る
者
は
、
律
詩
な
ら
ば
そ
の
「
正
音
」
の
厚
み
を
貴
ば
ん
と
し
て
、
奇
な
る
を
巧
ん
で
却
っ
て
流
麗
に
失
し
て
し
ま
い
、
絶
句
な
ら
ば
そ
の
「
正
音
」
の
文
字
数
の
少
な
さ
に
も
増
し
て
意
の
多
さ
を
貴
ば
ん
と
し
て
、
却
っ
て
浅
く
な
り
粗
忽
粗
略
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
、
浅
い
か
深
い
か
、
言
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
の
違
い
し
か
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
、
と
続
け
る
。
そ
し
て
、
た
だ
張
楷
の
「
和
唐
詩
」
だ
け
が
「
六
朝
の
気
習
」
を
遺
さ
ず
、「
晩
唐
の
流
麗
さ
」
に
陥
る
こ
と
も
無
く
、
言
葉
も
気
も
厚
く
、
奇
な
る
を
巧
ま
ず
、「
将
に
声
詩
に
托
し
て
以
て
己
が
志
を
観
さ
ん
と
し
」、
自
然
で
、
も
っ
ぱ
ら
盛
唐
の
「
正
音
」
の
純
し
め
粋
な
風
格
、
体
裁
を
保
っ
て
い
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
奇
な
る
を
巧
め
ば
浅
く
な
り
、独
り
よ
が
り
以
上
の
も
の
は
出
来
な
い
所
を
、
張
楷
は
巧
む
こ
と
な
く
、
自
身
が
も
と
も
と
盛
唐
諸
士
の
気
を
備
え
て
い
る
上
に
、
盛
唐
の
諸
名
士
の
「
正
音
」
を
深
く
発
微
し
、
酬
酢
（
和
唐
）
す
る
際
に
は
「
出
だ
す
に
己
が
志
意
を
以
て
す
」
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
張
洪
の
序
は
、
逆
に
張
楷
が
「
己
が
志
（
志
意
）」
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
い
ま
だ
そ
れ
を
表
出
す
る
こ
れ
と
言
っ
た
表
現
を
持
ち
得
ず
、
い
わ
ば
日
常
の
中
に
「
己
が
志
」
を
散
在
さ
せ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
所
を
、
和
唐
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
「
己
が
志
」
が
『
唐
音
』
所
載
の
唐
詩
の
韻
の
齎
す
論
理
構
造
を
入
手
で
き
、
日
常
の
「
自
得
」
以
上
に
己
れ
の
意
図
す
る
「
志
」
に
糾
合
で
き
、
こ
れ
ぞ
と
思
う
自
己
表
出
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
る
、
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
当
時
の
張
楷
（
お
よ
び
陳
贄
）
ら
の
和
唐
と
い
う
営
為
の
価
値
を
擬
作
詩
史
上
に
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
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四
次
韻
は
「
先
後
易
ふ
る
無
し
」
朱
竹
垞
（
お
よ
び
汪
師
韓
）
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
張
楷
の
「
和
唐
詩
」
を
「
此
殆
非
和
韻
詩
宜
」
と
評
し
た
際
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
「
登
黄
鶴
者
必
賡
崔
顥
之
章
、
宴
滕
王
者
必
仿
子
安
之
體
。
人
雖
至
愚
、
不
愚
於
此
矣
。」
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
れ
は
そ
の
詩
跡
（
歌
枕
的
な
詩
の
地
理
）
に
反
応
す
る
習
慣
化
さ
れ
た
機
械
的
な
営
為
に
見
え
る
点
を
批
判
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
黄
鶴
楼
や
滕
王
閣
で
は
な
い
が
、
松
江
に
独
り
宿
っ
た
際
、
劉
長
卿
に
和
し
た
以
下
の
よ
う
な
詠
が
有
る
。
松
江
獨
宿
劉
長
卿
洞
庭
初
下
葉
洞
庭
初
め
て
葉
を
下
し
[ ９
]
孤
客
不
勝
愁
孤
客
は
愁
ふ
る
に
勝
へ
ず
明
月
天
涯
夜
明
月
天
涯
の
夜
靑
山
江
上
秋
青
山
江
上
の
秋
一
官
成
白
首
一
官
白
首
と
成
れ
ば
萬
里
寄
滄
洲
万
里
滄
洲
に
寄
せ
ん
久
被
浮
名
繋
久
し
く
浮
名
に
繋
が
る
れ
ば
能
無
愧
海
鴎
能
く
海
鴎
に
愧
づ
る
無
か
ら
ん
や
松
江
獨
宿
和
唐
人
韻
張
楷
呉
江
楓
葉
冷
呉
江
楓
葉
冷
か
な
れ
ば
獨
客
漫
多
愁
独
客
漫
り
に
愁
ひ
多
し
月
落
汀
烟
曉
月
落
ち
て
汀
煙
暁
け
天
晴
海
氣
秋
天
晴
れ
て
海
気
は
秋
な
り
萍
踪
隨
雁
鶩
萍
踪
は
雁
の
鶩
ぶ
に
随
ひ
郷
夢
越
汀
洲
郷
夢
は
汀
洲
を
越
ゆ
回
首
靑
雲
路
首
を
回
ら
す
青
雲
の
路
低
頭
愧
白
鴎
頭
を
低
れ
て
白
鴎
に
愧
づ
詩
跡
に
も
な
っ
て
い
る
華
亭
の
あ
る
松
江
に
独
り
宿
れ
ば
必
ず
こ
の
よ
う
な
作
を
詠
む
の
が
当
時
の
常
套
と
な
っ
て
い
て
、
張
楷
も
そ
の
慣
習
に
倣
っ
た
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
確
か
に
「
愚
」
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
改
め
て
張
楷
在
世
当
時
の
評
価
に
遡
り
、
張
洪
「『
和
唐
詩
正
音
』
序
」
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
張
楷
自
身
が
（
唐
の
「
正
音
」
を
入
手
で
き
て
）「
将
に
声
詩
に
托
し
て
以
て
己
が
志
を
観
さ
ん
と
し
」「
出
だ
す
に
己
が
志
意
を
以
て
す
」、
す
な
わ
ち
未
だ
表
現
を
持
た
な
い
「
己
が
志
」
を
、
劉
長
卿
の
原
唱
に
托
し
て
意
味
あ
る
表
現
に
糾
合
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
塵
容
俗
状
」
と
一
蹴
す
る
前
に
、
自
己
表
現
の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
、
擬
作
詩
史
上
に
於
い
て
は
、
一
考
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。そ
も
そ
も
「
和
韻
」（
賡
和
）
詩
は
、
単
に
「
韻
」
の
音
声
を
継
い
で
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
北
宋
の
劉
攽
（
一
〇
二
二
～
一
〇
八
八
、
字
は
貢
父
）
が
「
唐
詩
賡
和
、
有
次
韻
（
先
後
無
易
）、
有
依
韻
（
同
在
一
韻
）、
有
用
韻
（
用
彼
韻
不
必
次
）、
今
人
多
不
曉
」
（『
中
山
詩
話
』）と
言
う
よ
う
に
、和
韻
詩
の
「
次
韻
」、「
依
韻
」、
「
用
韻
」
の
三
つ
の
型
の
う
ち
、
張
楷
ら
が
試
み
て
い
る
よ
う
な
「
和
唐
」
詩
す
な
わ
ち
「
次
韻
」
詩
は
、「
先
後
易
ふ
る
無
し
」
と
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い
う
形
を
持
ち
、「
依
韻
」、「
用
韻
」
と
は
異
な
っ
て
、
韻
を
踏
む
「
先
後
」
す
な
わ
ち
原
唱
の
韻
字
の
順
序
そ
の
ま
ま
が
重
ん
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
松
江
独
宿
」
詩
を
例
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、
韻
の
音
声
に
伴
う
「
愁
ふ
な
り
」「
秋
な
り
」「
洲
な
り
」「
鴎
な
り
」
と
い
う
意
味
の
響
き
の
順
序
の
構
築
す
る
論
理
こ
そ
が
意
味
を
担
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
「
松
江
」
詠
と
い
う
歌
枕
的
な
詩
跡
を
世
に
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。「
次
韻
」
形
式
に
よ
っ
て
和
唐
し
、
自
己
表
現
に
繋
げ
る
者
は
、
そ
の
点
を
重
視
し
、
自
ら
の
「
志
意
」
を
托
そ
う
と
す
る
。
張
楷
は
詩
跡
で
あ
る
松
江
[
]を
独
り
旅
し
、
寂
し
い
宿
を
と
っ
10
て
い
る
。
そ
の
際
、
旅
人
の
常
と
し
て
取
り
留
め
も
な
い
「
愁
ひ
」
が
湧
き
起
こ
る
。
そ
れ
を
張
楷
は
自
ら
に
と
っ
て
意
味
あ
る
思
い
に
糾
合
し
よ
う
と
し
、
先
賢
で
あ
る
劉
長
卿
が
す
で
に
そ
れ
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
思
い
至
る
。「
愁
ひ
」
に
襲
わ
れ
た
の
は
劉
長
卿
と
同
じ
く
「
秋
」
だ
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
眼
前
に
は
我
が
人
生
の
現
今
を
映
す
松
江
の
「
洲
」
が
見
渡
せ
、
そ
れ
を
じ
っ
と
眺
め
や
る
と
、
劉
長
卿
が
自
ら
帰
着
す
べ
き
仙
境
「
滄
洲
」
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
と
同
様
、
や
は
り
今
や
人
生
の
潮
時
、
自
分
を
故
郷
に
帰
そ
う
と
す
る
夢
が
「
洲
」
を
越
え
て
、
そ
こ
ま
で
追
っ
て
来
て
い
る
、と
い
う
己
が
意
の
存
在
に
気
づ
く
。そ
し
て
そ
れ
が
「
愁
ひ
」
に
襲
わ
れ
た
要
因
で
あ
る
と
知
る
。
そ
れ
な
ら
ば
や
は
り
劉
長
卿
が
思
っ
た
よ
う
に
、
自
ら
の
そ
の
よ
う
な
「
愁
ひ
」
を
既
に
解
消
で
き
て
い
る
松
江
の
「
洲
」
の
「
鴎
」
に
対
し
て
合
わ
せ
る
顔
が
無
い
。我
が
青
雲
の
路
は
実
は「
萍
踪
の
雁
の
鶩
ぶ
に
随
ふ
」、
流
れ
に
漂
う
浮
き
草
の
如
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
な
い
う
ち
に
帰
る
べ
き
処
に
帰
ろ
う
、と
の
論
理
が
張
楷
自
身
に
齎
さ
れ
、
そ
の
「
志
（
志
意
）」
が
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
表
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
、
韻
の
順
序
の
構
築
す
る
論
理
に
「
己
が
志
」
を
托
し
得
た
こ
と
が
、「
和
『
唐
音
』」す
な
わ
ち
「
次
韻
」（「
和
韻
」）
と
い
う
営
為
に
価
値
を
付
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
詩
跡
に
機
械
的
に
反
応
す
る
常
套
の
慣
習
に
従
っ
た
だ
け
と
い
う
の
で
な
く
、
張
楷
は
旅
と
い
う
自
ら
の
日
常
に
散
在
し
て
い
る
諸
々
の
思
い
を
、
劉
長
卿
が
構
築
し
た
論
理
に
托
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
旅
に
関
す
る
自
身
の
「
志
（
志
意
）」
と
し
て
初
め
て
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
こ
と
に
な
る
。で
あ
る
か
ら
こ
そ
張
楷
『
和
唐
集
』（『
和
唐
詩
正
音
』）
は
国
外
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
擬
作
詩
史
上
へ
の
位
置
づ
け
が
、
そ
こ
に
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
因
み
に
、陳
贄
に
も
同
和
韻
詩「
松
江
獨
宿
」が
あ
る
。）
五
張
楷
の
次
韻
詩
以
下
、
張
楷
が
『
和
唐
音
』（『
和
唐
詩
正
音
』）
に
於
い
て
「
次
韻
」
形
式
を
用
い
最
初
に
唱
和
し
た
と
い
う
「
律
詩
」（
五
律
）
の
何
篇
か
に
当
た
り
、
韻
字
の
順
序
が
構
築
す
る
論
理
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
張
楷
が
原
唱
に
托
し
、
散
在
す
る
己
が
「
志
意
」
を
意
味
あ
る
表
現
に
糾
合
し
よ
う
と
し
た
（「
将
に
声
詩
に
托
し
て
以
て
己
が
志
を
観
さ
ん
と
し
」、「
出
だ
す
に
己
が
志
意
を
以
て
し
」、「
正
音
」
の
「
体
製
」
と
な
り
得
て
い
る
）
具
体
例
を
、
幾
つ
か
見
て
お
き
た
い
[
]。11
- 28 -
張
楷
が
ま
ず
「
律
詩
」
に
於
い
て
「
和
『
唐
音
』」
を
試
み
た
の
は
、
恐
ら
く
、
律
詩
こ
そ
論
理
構
成
が
捉
え
易
い
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
い
か
。
文
字
数
の
少
な
い
絶
句
の
起
承
転
結
よ
り
も
、
今
少
し
、
あ
る
程
度
の
長
さ
（
厚
み
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
欲
し
い
論
理
構
成
も
見
え
て
く
る
。
張
洪
「『
和
唐
詩
正
音
』
序
」
が
「
律
詩
は
『
唐
詩
正
音
』
の
厚
み
を
貴
び
、
…
…
絶
句
は
字
は
少
な
く
と
も
『
唐
詩
正
音
』
の
意
の
多
さ
を
貴
ぶ
」
と
い
う
言
い
方
で
触
れ
た
所
と
関
連
し
よ
う
[
]。12
晩
次
樂
郷
縣
陳
子
昻
故
郷
杳
無
際
故
郷
は
杳
と
し
て
際
無
く
日
暮
且
孤
征
日
暮
れ
且
つ
孤
り
征
く
川
原
迷
舊
國
川
原
は
旧
国
を
迷
は
し
め
道
路
入
邊
城
道
路
は
辺
城
に
入
る
野
戍
荒
煙
斷
野
戍
は
荒
煙
断
ち
深
山
古
木
平
深
山
は
古
木
平
ら
か
な
り
[
]13
如
何
此
時
恨
如
何
せ
ん
此
の
時
の
恨
み
噭
噭
夜
猿
鳴
噭
々
と
し
て
夜
猿
鳴
く
を
晩
次
樂
郷
縣
張
楷
故
國
一
千
里
故
国
は
一
千
里
他
郷
此
獨
征
他
郷
此
に
独
り
征
く
亂
山
依
遠
戍
乱
山
は
遠
戍
に
依
り
寒
日
下
孤
城
寒
日
は
孤
城
に
下
る
燈
火
瞻
程
遠
燈
火
程
を
瞻
れ
ば
遠
く
川
原
入
望
平
川
原
望
め
に
入
り
て
平
ら
か
な
り
不
堪
回
首
處
堪
え
ざ
ら
ん
首
を
回
ら
す
の
処
孤
雁
入
雲
鳴
孤
雁
雲
に
入
り
て
鳴
く
に
孤
独
な
旅
に
在
っ
て
荒
涼
た
る
古
戦
場
跡
の
遺
る
古
城
に
宿
る
際
に
起
こ
る
寂
寥
感
を
、
意
味
あ
る
表
現
に
糾
合
さ
せ
た
く
思
い
つ
つ
、そ
れ
を
散
在
さ
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
張
楷
は
、三
国
時
代
、
呉
の
陸
抗
が
晋
の
羊
祜
と
対
峙
し
た
荊
州
[
]へ
旅
し
た
際
に
（
あ
14
る
い
は
机
上
か
も
知
れ
な
い
が
）、
陳
子
昻
の
「
楽
郷
県
」
詠
が
持
つ
「
征
く
な
り
」「
城
な
り
」「
平
ら
か
な
り
」「
鳴
く
な
り
・
鳴
る
な
り
」
と
い
う
韻
の
順
序
に
よ
っ
て
、
故
郷
と
は
異
な
る
他
郷
の
古
城
の
模
糊
と
し
た
光
景
と
時
の
流
れ
の
齎
す
、
身
に
迫
る
寂
寥
感
を
増
幅
さ
せ
る
論
理
構
成
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
（
初
句
の
「
際
」
は
踏
み
落
と
し
て
い
る
）、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
旧
国
に
戻
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
模
糊
と
し
ふ
る
さ
と
た
自
ら
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
、
意
味
あ
る
寂
寥
感
を
表
出
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
張
楷
（
や
陳
贄
）
ら
に
と
っ
て
「
己
が
志
」
を
托
せ
る
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。（
因
み
に
、
陳
贄
に
も
同
和
韻
詩
「
晩
次
樂
郷
縣
」
が
あ
る
。）
遊
少
林
寺
沈
佺
期
長
歌
遊
寳
地
長
歌
し
て
宝
地
に
遊
び
徙
倚
對
珠
林
徙
倚
と
し
て
珠
林
に
対
す
雁
塔
風
霜
古
雁
塔
は
風
霜
古
り
龍
池
歳
月
深
龍
池
は
歳
月
深
し
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紺
園
澄
夕
霽
紺
園
は
夕
霽
澄
み
碧
殿
下
秋
陰
碧
殿
は
秋
陰
下
る
歸
路
煙
霞
晩
帰
路
は
煙
霞
晩
れ
山
蝉
處
處
吟
山
蝉
処
々
に
吟
ず
遊
少
林
寺
張
楷
歩
入
金
沙
地
歩
し
て
入
る
金
沙
の
地
相
邀
坐
竹
林
相
邀
へ
て
竹
林
に
坐
す
僧
歸
靑
嶂
寂
僧
帰
す
れ
ば
青
嶂
寂
か
に
龍
臥
碧
潭
深
龍
臥
す
れ
ば
碧
潭
深
し
石
澗
流
春
乳
石
澗
は
春
乳
流
れ
松
堂
落
午
陰
松
堂
は
午
陰
を
落
と
す
高
懷
殊
未
已
高
懐
殊
に
未
だ
已
ま
ず
臨
別
更
沈
吟
別
れ
に
臨
ん
で
は
更
に
沈
吟
す
禅
の
聖
地
を
訪
れ
た
際
の
感
懐
を
詠
も
う
と
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
を
散
在
さ
せ
て
い
た
張
楷
は
、
少
林
寺
に
遊
ん
だ
際
、
沈
佺
期
の
「
遊
少
林
寺
」
詠
の
、「
地
な
り
」「
林
な
り
」「
深
き
な
り
」「
陰
る
な
り
」「
吟
ず
る
な
り
」
と
い
う
韻
の
構
成
す
る
、
聖
地
の
境
内
の
到
る
処
に
深
遠
な
趣
き
を
湛
え
る
様
を
詠
む
論
理
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
厳
さ
の
中
を
訪
れ
る
と
心
洗
わ
れ
、
い
つ
ま
で
も
立
ち
去
り
難
く
、
教
え
の
乳
味
を
詩
に
吟
じ
た
く
な
る
と
い
う
、
己
が
志
の
活
き
る
表
現
に
糾
合
し
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（
因
み
に
、
陳
贄
お
よ
び
同
時
の
明
人
邵
寳
に
も
沈
に
和
し
た
同
韻
詩
「
遊
少
林
寺
」
が
あ
る
。）
な
お
、
戴
叔
倫
に
も
同
次
韻
の
「
遊
少
林
寺
」
詩
が
あ
り
[
]、15
張
楷
お
よ
び
陳
贄
と
も
に
そ
れ
を
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
初
句
を
押
韻
せ
ず
、
ま
た
『
唐
音
』
も
戴
叔
倫
の
詠
は
採
っ
て
い
な
い
の
で
、
沈
佺
期
に
和
し
て
い
る
と
見
て
好
い
。
賦
得
暮
雨
送
李
胄
韋
應
物
楚
江
微
雨
裏
楚
江
は
微
雨
の
裏
建
業
暮
鐘
時
建
業
は
暮
鐘
の
時
漠
漠
帆
來
重
漠
々
と
し
て
帆
来
た
る
こ
と
重
く
冥
冥
鳥
去
遲
冥
々
と
し
て
鳥
去
る
こ
と
遅
し
[
]16
海
門
深
不
見
海
門
は
深
く
し
て
見
え
ず
浦
樹
遠
含
滋
浦
樹
は
遠
く
し
て
滋
ひ
を
含
む
相
送
情
無
限
相
送
れ
ば
情
は
限
り
無
く
沾
襟
比
散
絲
襟
を
沾
ら
す
こ
と
散
絲
に
比
し
た
り
賦
得
暮
雨
送
李
胄
張
楷
微
雨
滄
波
路
微
雨
滄
波
の
路
孤
舟
薄
暮
時
孤
舟
薄
暮
の
時
雁
迷
歸
浦
早
雁
は
迷
へ
ば
浦
に
帰
る
こ
と
早
く
雲
濕
度
江
遲
雲
は
湿
れ
ば
江
を
度
る
こ
と
遅
し
白
日
靑
山
暝
白
日
青
山
暝
れ
芳
洲
碧
草
滋
芳
洲
碧
草
滋
る
紛
紛
對
華
髮
紛
々
と
し
て
華
髮
に
対
し
（
對
一
作
到
）
相
看
總
成
絲
相
看
れ
ば
総
て
絲
と
成
る
- 30 -
楚
江
（
長
江
）
に
臨
む
古
都
の
雨
の
中
を
知
人
が
旅
立
つ
に
際
し
、
そ
の
よ
う
な
別
れ
に
対
し
て
起
こ
る
重
苦
し
い
情
を
、
こ
れ
ま
で
は
言
わ
ば
こ
れ
と
言
っ
た
表
現
に
表
し
て
い
な
か
っ
た
張
楷
は
、
韋
應
物
の
雨
天
の
夕
暮
れ
時
の
長
江
に
臨
む
古
都
「
建
業
」
詠
の
、「
時
な
り
」「
遅
き
な
り
」「
滋
き
な
り
」「
絲
な
り
」
と
い
う
韻
の
順
序
の
構
成
す
る
、
雨
を
帯
び
た
夕
景
色
の
重
苦
し
さ
を
描
く
論
理
に
思
い
至
り
（
初
句
の
和
韻
「
裏
」
は
、
張
楷
は
自
ら
の
原
則
に
背
き
、
踏
み
落
と
し
て
い
る
）、
そ
れ
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
苦
し
く
暮
れ
ゆ
く
江
や
山
の
、
帰
り
を
急
ぐ
雁
や
動
き
の
遅
い
雲
に
、
老
け
る
と
い
う
自
ら
の
時
間
感
覚
に
基
づ
く
別
離
の
情
を
托
し
、
意
味
あ
る
表
現
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
送
人
遊
塞
王
建
初
晴
天
墮
絲
初
め
て
晴
る
天
墮
の
絲
晩
色
上
春
枝
晩
色
春
枝
に
上
る
城
下
路
分
處
城
下
路
分
か
る
る
の
処
邊
頭
人
去
時
辺
頭
人
去
る
の
時
停
車
數
行
日
車
を
停
め
て
行
く
日
を
数
へ
勸
酒
問
回
期
酒
を
勧
め
て
回
る
期
を
問
ふ
亦
是
茫
茫
客
亦
た
是
れ
茫
々
た
る
の
客
還
從
此
別
離
還
た
此
れ
よ
り
別
離
す
送
人
游
塞
張
楷
別
涙
堕
如
絲
別
涙
堕
つ
る
こ
と
絲
の
ご
と
く
含
情
折
柳
枝
情
を
含
ん
で
柳
枝
を
折
る
晩
風
花
落
處
晩
風
花
落
つ
る
の
処
寒
日
馬
嘶
時
寒
日
馬
嘶
く
の
時
記
里
知
前
路
里
を
記
せ
ば
前
路
を
知
り
占
程
定
後
期
程
を
占
へ
ば
後
期
を
定
む
百
年
能
幾
日
百
年
能
く
幾
日
ぞ
強
半
惜
分
離
強
半
は
惜
し
む
分
か
れ
離
る
る
を
遠
く
辺
塞
に
征
く
者
と
の
別
離
に
際
し
て
の
送
別
の
辞
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
殊
さ
ら
こ
れ
と
言
っ
た
表
現
を
持
ち
得
な
か
っ
た
張
楷
は
、
王
建
の
「
辺
塞
」
詩
の
「
絲
な
り
」「
枝
な
り
」「
時
な
り
」「
期
な
り
・
期
す
る
な
り
」「
離
る
る
な
り
」
と
い
う
韻
の
構
成
す
る
、
分
か
れ
に
際
し
て
は
、
旅
は
何
日
間
な
の
か
、
い
つ
帰
っ
て
来
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
発
し
て
隔
絶
感
を
訴
え
る
論
理
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
程
の
み
な
ら
ず
旅
程
を
も
問
え
ば
人
生
の
大
半
は
離
別
と
分
か
る
と
い
う
、
張
楷
独
自
の
「
己
が
志
意
」
を
表
出
す
る
意
味
あ
る
表
現
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
贈
張
將
軍
耿
湋
寥
落
軍
城
暮
寥
落
た
り
軍
城
の
暮
重
行
反
照
間
重
ね
て
行
く
反
照
の
間
鼓
鼙
經
雨
暗
鼓
鼙
雨
を
経
て
暗
く
士
馬
過
秋
閑
士
馬
は
秋
を
過
ぎ
て
閑
か
な
り
慣
守
臨
邊
郡
守
る
に
慣
る
辺
に
臨
む
の
郡
曾
營
海
上
山
曽
て
は
海
上
の
山
に
営
む
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關
西
舊
業
在
関
西
に
は
旧
業
在
り
夜
夜
夢
中
還
夜
々
夢
中
に
還
る
贈
張
將
軍
張
楷
百
戰
功
何
在
百
戦
功
は
何
く
に
か
在
る
荒
城
夕
照
間
荒
城
夕
照
の
間
角
聲
千
騎
盡
角
声
千
騎
尽
き
弓
影
一
燈
閑
弓
影
一
燈
閑
か
な
り
見
月
思
臨
塞
月
を
見
て
は
塞
に
臨
む
を
思
ひ
因
風
想
出
山
風
に
因
つ
て
は
山
を
出
づ
る
を
想
ふ
當
年
靑
海
上
当
年
は
青
海
の
上
り
猶
記
突
圍
還
猶
ほ
記
す
囲
ひ
を
突
い
て
還
る
を
辺
城
を
守
る
将
軍
[
]に
寄
せ
る
言
葉
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
17
並
一
通
り
の
表
現
で
あ
っ
た
所
を
、
耿
湋
の
「
辺
城
」
詠
の
「
間
な
り
」「
閑
か
な
り
」「
山
な
り
」「
還
る
な
り
」
と
い
う
韻
の
構
成
す
る
、
辺
城
を
守
備
し
つ
つ
も
、
戦
い
済
ん
で
我
に
返
り
、
さ
ら
に
は
重
責
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
本
来
の
自
分
を
夢
に
省
み
る
将
軍
像
を
描
き
出
す
論
理
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
（
一
句
目
の
「
暮
」
は
踏
み
外
し
）、
辺
将
と
し
て
、
夢
で
は
な
い
帰
還
を
記
銘
す
る
こ
と
を
こ
そ
願
う
と
い
う
言
葉
を
贈
る
の
が
好
い
と
の
、「
己
が
志
」
に
基
づ
く
表
現
に
糾
合
で
き
て
い
る
。
こ
の
和
詩
は
、
或
い
は
都
御
史
と
し
て
軍
を
率
い
、
閩
浙
を
平
討
し
た
張
楷
み
ず
か
ら
の
在
り
方
を
も
意
味
づ
け
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
以
上
、
こ
れ
ら
も
「
己
が
志
を
観
さ
ん
」
と
し
、『
唐
音
』
の
論
理
に
托
す
る
こ
と
に
よ
り
始
め
て
得
ら
れ
た
、
勿
論
似
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
張
楷
（
や
陳
贄
）
独
自
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
て
も
好
い
の
で
は
な
い
か
。
六
結
語
和
詩
も
擬
古
詩
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
張
楷
ら
明
の
「
和
唐
詩
」
作
家
は
、
唐
人
の
「
韻
」
の
意
味
の
響
き
の
構
築
す
る
論
理
構
成
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
自
ら
の
散
在
す
る
（
未
だ
表
現
を
持
た
な
い
）「
志
意
」
を
托
し
、
自
己
を
表
出
す
る
意
味
あ
る
論
理
構
築
を
成
し
遂
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
に
、
擬
作
詩
史
上
の
価
値
が
見
出
だ
せ
る
。
詩
跡
（
歌
枕
）
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
反
射
的
に
対
応
し
、
そ
の
場
の
即
興
に
よ
っ
て
唐
人
の
韻
を
弄
し
、
形
骸
化
し
た
詠
を
物
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
た
い
。
汪
師
韓
は
「
雜
擬
雜
詩
之
別
」
に
於
い
て
「
雜
擬
」
詩
を
「
雜
詩
」と
比
べ
、そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
古
詩
十
九
首
」
や
蘇
武
・
李
陵
の
古
詩
、
お
よ
び
「
詠
懷
」、「
詠
史
」、「
七
哀
」、
「
百
一
」、「
感
遇
」、「
遊
仙
」、「
招
隱
」
等
の
徒
詩
を
「
雜
詩
」
と
言
う
の
に
対
し
、「
取
往
古
名
篇
、
規
摸
其
意
調
」（
往
古
の
名
篇
を
取
つ
て
、
其
の
意
調
に
規
摸
す
る
）
と
こ
ろ
の
「
擬
古
」、「
傚
古
」
等
の
擬
詩
を
「
雜
擬
」
と
言
う
と
定
義
し
、「
規
摸
」
す
な
わ
ち
古
人
へ
の
模
倣
に
よ
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
雑
擬
」
す
な
わ
ち
諸
々
の
擬
作
詩
の
成
否
は
、
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そ
の
「
声
調
」
と
「
神
明
」
と
が
「
古
人
」
す
な
わ
ち
模
倣
対
象
の
用
い
方
と
同
じ
で
あ
る
か
否
か
に
在
る
と
言
う
。
そ
し
て
更
に
そ
の
様
に
定
義
し
た
上
で
、「
雜
擬
」
詩
の
進
化
形
で
あ
る
張
楷
の
「
和
唐
詩
」
を
、
明
の
高棅
（
彦
恢
）
の
「
神
明
」
は
と
も
か
く
も
唐
の
「
声
調
」
を
得
て
い
る
と
す
る
「
擬
唐
詩
」
（
例
え
ば
「
擬
岑
補
闕
參
奉
和
早
朝
大
明
宮
之
作
」
や
「
擬
高
常
侍
適
送
王
李
二
少
府
貶
衡
巫
」
詩
）
と
比
較
し
、
朱
彝
尊
の
評
語
を
借
り
て
、
既
に
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
声
調
」
も
「
神
明
」
も
「
塵
容
俗
状
」
で
あ
り
（
恐
ら
く
は
次
韻
は
「
先
後
易
ふ
る
無
し
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
意
調
へ
の
規
摸
」
の
度
が
過
ぎ
て
い
る
か
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
）、
も
は
や
「
古
人
の
用
心
」
で
は
な
い
と
評
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
汪
師
韓
ら
清
人
に
先
立
つ
明
の
張
洪
ら
は
、
張
楷
の
取
り
組
み
を
寧
ろ
高
く
評
価
し
、
張
楷
の
「
和
唐
詩
」
は
「
も
っ
ぱ
ら
盛
唐
の
『
正
音
』
の
純
粋
な
体
裁
、
風
格
と
な
り
得
て
い
る
」（「『
和
唐
詩
正
音
』
序
」）
と
評
し
て
い
る
。「
声
調
」「
神
明
」
が
古
人
と
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
じ
く
明
の
楊
栄
も
「
題
張
御
史
『
和
唐
詩
』
後
」
に
於
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
…
…
夫
詩
自
三
百
篇
以
來
、
而
聲
律
之
作
始
、
盛
於
唐
開
元
天
寳
之
際
。
伯
謙
所
選
（『
唐
音
』）、
盖
以
其
有
得
於
風
雅
之
餘
、
騷
些
之
變
。
楷
（
張
楷
）
取
而
和
之
、
其
殆
究
夫
伯
謙
所
選
之
意
、
與
唐
人
所
作
之
旨
矣
。
不
然
、
奚
其
好
之
之
篤
也
。
嗚
呼
詩
豈
易
言
哉
、
本
諸
性
情
沛
然
流
出
胸
次
、
而
無
雕
刻
鍜
錬
之
跡
者
、
斯
造
其
妙
。
…
…
（
…
…
夫
れ
詩
は
三
百
篇
よ
り
以
て
来
の
か
た
声
律
の
作
始
ま
り
、
唐
の
開
元
天
寳
の
際
に
盛
ん
な
り
。
伯
謙
の
選
す
る
所
（『
唐
音
』）
は
、
盖
し
其
れ
風
雅
の
餘
、
騷
些
の
変
を
得
る
有
る
を
以
て
せ
ん
。
楷
（
張
楷
）
取
り
て
之
に
和
し
、
其
れ
殆
ど
夫
の
伯
謙
の
選
す
る
所
の
意
と
、
唐
人
の
作
る
所
の
旨
と
を
究
め
り
。
然
ら
ず
ん
ば
、
奚
ぞ
其
れ
之
を
好
く
す
る
の
篤
き
な
ら
ん
や
。
あ
あ
詩
は
豈
に
言
ひ
易
か
ら
ん
や
、
諸
れ
を
性
情
に
本
づ
き
て
沛
然
と
し
て
胸
次
を
流
出
し
、
而
し
て
雕
刻
鍜
錬
の
跡
無
き
者
に
し
て
、斯
ち
其
の
妙
に
造
る
。
…
…
）
張
楷
は
、
詩
人
と
し
て
唐
の
詩
人
の
「
旨
」
を
体
得
し
、
そ
れ
に
自
ら
の
「
胸
次
」
を
出
し
て
も
い
る
と
言
う
。
元
の
楊
士
弘
が
『
唐
音
』
を
編
ん
だ
こ
と
に
因
り
、「
旨
」
の
明
ら
か
な
唐
の
詩
群
が
張
楷
に
齎
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
韻
の
紡
ぐ
論
理
構
成
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
普
段
の
胸
中
も
意
味
あ
る
形
で
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
汪
師
韓
の
語
を
逆
に
借
り
れ
ば
、張
楷
ら
の
「
和
唐
詩
」
も
や
は
り
唐
人
の
「
神
明
」
と
「
声
調
」
と
が
「
古
人
の
用
心
」
で
あ
り
、「
往
古
の
名
篇
」
に
「
規
摸
」
出
来
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
注
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[ １
] 『
靜
志
居
詩
話
』
に
は
、「
廷
禮
『
擬
唐
』
如
薛
稷
鍾
紹
京
之
雙
鉤
、
終
下
眞
蹟
一
等
。
五
古
若
『
長
空
一
飛
鴈
、
落
日
千
里
至
。
夜
色
不
映
水
、
微
風
忽
吹
裳
。
銜
杯
雙
樹
間
、
百
里
見
海
色
。
飛
雨
一
峰
來
、
微
雲
度
疎
竹
。』
不
失
唐
人
遺
韻
。」
と
あ
る
。
な
お
、「
長
空
一
飛
鴈
、
…
」は
高
棅
「
賦
得
客
中
送
客
」詩
の
「
在
山
毎
送
客
、客
行
思
未
已
。
他
郷
此
別
君
、
離
情
滿
天
地
。」
以
下
に
続
く
後
半
。
[ ２
] 明
代
の
「
中
丞
」
は
、
巡
撫
あ
る
い
は
都
御
史
の
通
称
。
[ ３
] 朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
は
、
張
楷
の
詩
を
三
首
（「
和
韓
翃
漢
宮
曲
」「
和
李
益
江
南
曲
」「
和
杜
牧
江
南
春
」）
採
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
和
唐
詩
」
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
贄
（
字
は
惟
成
）
の
二
首
（「
和
岑
參
晩
發
五
谿
」「
和
張
籍
蠻
中
」）
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
黄
太
沖
云
『
惟
成
從
郷
先
生
宋
公
傳
・
張
臺
民
、
得
其
詩
法
。
評
者
謂
、
古
詩
逼
陶
柳
、
近
體
駸
駸
乎
盛
唐
。』」
と
の
評
価
が
付
さ
れ
て
い
る
。
[ ４
] 楊
士
弘
『
唐
音
』
の
編
纂
に
関
し
て
は
、
陳
国
球
『
明
代
復
古
派
唐
詩
論
研
究
』
二
〇
〇
七
（
北
京
大
学
出
版
社
）
に
詳
し
い
。
[ ５
] 不
謹
慎
な
「
耽
詩
玩
冦
」
行
為
に
関
し
て
は
、
す
で
に
李
東
陽
『
懷
麓
堂
詩
話
』
に
も
、「
張
式
之
爲
都
御
史
、
在
福
建
督
軍
務
（
提
督
八
閩
軍
務
）、
作
詩
曰
『
除
夜
不
須
燒
爆
竹
、
四
山
烽
火
照
人
紅
』、
爲
言
者
所
劾
而
罷
、
詩
體
不
可
不
愼
也
」
と
見
え
る
。
[ ６
] 朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
は
更
に
、
張
楷
に
関
し
て
、「
徐
子
元
云
、
式
之
『
和
唐
』、
所
謂
服
堯
之
服
、
惜
其
自
作
殊
不
快
意
」「
蒋
仲
舒
云
、
中
丞
遍
和
唐
詩
、
可
謂
捧
心
效
顰
、
究
其
才
致
、
亦
一
時
之
彦
也
」
の
二
つ
の
評
語
を
引
く
。
張
楷
の
「
和
唐
詩
」
は
、
堯
帝
の
服
を
着
て
い
な
が
ら
不
似
合
い
だ
と
も
思
わ
ず
、
顰
み
に
倣
う
こ
と
に
心
を
捧
げ
、
当
時
に
於
い
て
は
一
家
言
さ
え
立
て
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。
[ ７
] 伝
記
資
料
と
し
て
は
、さ
ら
に
明
の
童
軒
「
哀
都
憲
張
先
生（
并
叙
）」
（『
清
風
亭
稿
』
所
収
）
が
あ
り
、「
先
生
張
式
之
、
四
明
人
也
、
以
詩
大
鳴
于
時
。
邇
以
奉
表
之
京
、
遂
有
鼓
缶
之
變
。
…
…
」
と
あ
り
、
人
生
半
ば
で
「
鼓
缶
」
す
な
わ
ち
妻
を
喪
っ
た
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
[ ８
] 『
千
頃
堂
書
目
』
は
「
張
楷
」
を
「
陳
楷
」
に
作
る
。
[ ９
] 「
洞
庭
」
に
つ
い
て
は
、『
唐
音
』
注
に
「
洞
庭
在
蘇
州
府
、
非
岳
州
洞
庭
也
。」
と
あ
り
、
儲
仲
君
『
劉
長
卿
詩
編
年
箋
注
』
一
九
九
六
（
中
華
書
局
「
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
」）
は
「
太
湖
」
と
す
る
。
[
] 『
唐
音
』
注
に
「
松
江
水
、
自
華
亭
流
入
松
江
、
江
在
呉
江
縣
、
今
10爲
松
江
府
。」
と
あ
る
。
な
お
、「
華
亭
」
は
植
木
久
行
『
中
国
詩
跡
辞
典
漢
詩
の
歌
枕
』
二
〇
一
五
（
研
文
出
版
）
も
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
詩
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
。
[
] 張
楷
の
詩
作
品
の
一
部
は
、
明
の
曹
學
佺
編
「
石
倉
歴
代
詩
選
」
巻
11三
百
三
十
五
（
明
詩
初
集
五
十
五
）
に
、
律
詩
を
始
め
と
し
て
、
二
十
首
余
り
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
[
] 明
人
が
成
熟
し
た
詩
体
と
し
て
唐
の
七
律
を
探
求
し
た
こ
と
に
関
し
12て
は
、
陳
国
球
『
明
代
復
古
派
唐
詩
論
研
究
』
二
〇
〇
七
（
北
京
大
学
出
版
社
）
が
論
じ
て
い
る
。
[
] 頷
聯
の
「
平
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
、
陳
志
明
は
「
唐
詩
鑑
賞
辞
典
」
13一
九
八
三
（
上
海
辞
書
出
版
社
）
に
於
い
て
、「
煙
非
自
斷
、
而
是
被
夜
色
遮
斷
、
木
非
眞
平
、
而
是
被
夜
色
蕩
平
」
と
言
い
、
山
の
不
ぞ
ろ
い
の
木
々
が
（
宵
闇
が
迫
る
こ
と
に
よ
り
）
曖
昧
に
見
え
て
い
る
貌
を
詠
む
と
し
て
、「
妙
筆
」
と
評
す
る
。
[
] 樂
郷
城
は
、
荊
州
樂
郷
都
督
呉
の
陸
抗
が
晋
の
羊
祜
と
対
峙
し
た
所
14（「
三
国
志
」
呉
志
卷
十
三
）
と
し
て
お
き
た
い
が
、
彭
慶
生
『
陳
子
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昻
詩
注
』
一
九
八
一
（
四
川
人
民
出
版
社
）
に
は
異
説
に
関
す
る
考
察
も
見
ら
れ
る
。
[
] 戴
叔
倫
「
遊
少
林
寺
」
詠
を
含
む
一
連
の
「
遊
少
林
寺
」
詠
に
つ
い
15て
は
、
植
木
久
行
『
中
国
詩
跡
辞
典
漢
詩
の
歌
枕
』
二
〇
一
五
（
研
文
出
版
）
に
「
少
林
寺
は
唐
代
か
ら
詩
に
詠
ま
れ
始
め
た
。
な
か
で
も
初
唐
・
沈
佺
期
の
五
律
「
遊
少
林
寺
」
詩
は
、
宮
廷
詩
人
ら
し
い
華
麗
な
言
葉
を
織
り
交
ぜ
て
表
現
し
、少
林
寺
を
詩
跡
化
す
る
作
品
と
な
る
。
幽
邃
・
清
浄
な
古
寺
の
た
た
ず
ま
い
が
歌
わ
れ
る
。
…
…
中
唐
期
、
戴
叔
倫
の
作
と
伝
え
る「
少
林
寺
に
遊
ぶ
」詩
は
、幽
深
な
境
内
を
歌
う
」
と
言
う
。
張
楷
ら
も
和
韻
形
式
に
よ
っ
て
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
[
] 周
錫
炎
は
「
唐
詩
鑑
賞
辞
典
」
一
九
八
三
（
上
海
辞
書
出
版
社
）
に
16於
い
て
「
細
雨
濕
帆
、
帆
濕
而
重
、
飛
鳥
入
雨
、
振
翅
不
速
。
雖
是
冩
景
、
但
遲
重
二
字
用
意
精
深
」
と
言
い
、「
遲
」
韻
の
響
き
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
「
海
門
」
は
「
海
門
江
由
此
入
海
、
故
名
海
門
云
」
と
あ
る
。
な
お
、
陶
敏
ら
『
韋
應
物
集
校
注
』
一
九
九
八
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
「
賦
得
某
某
送
～
」
形
式
の
詩
は
、
祖
と
す
る
所
が
有
り
、
眼
前
に
実
在
す
る
景
で
は
な
い
、
と
す
る
。
[
] 耿
湋
在
世
中
の
「
張
將
軍
」
は
枚
挙
に
暇
が
無
く
、
将
軍
張
某
が
誰
17な
の
か
を
今
は
特
定
で
き
な
い
が
、
唐
の
楊
巨
源
「
贈
張
將
軍
」
詩
の
「
張
將
軍
」
が
三
相
張
家
の
「
張
嘉
貞
、
玄
宗
時
以
中
書
侍
郎
同
平
章
事
、
子
延
賞
、
德
宗
朝
平
章
事
、
孫
弘
靖
、
元
和
中
平
章
事
、
時
稱
三
相
張
家
」
と
言
わ
れ
る
張
弘
靖
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
權
德
輿
（
七
五
八
‐
八
一
八
）「
送
張
將
軍
歸
東
都
舊
業
」
詩
の
「
張
將
軍
」
も
、
洛
陽
に
別
墅
旧
業
の
あ
っ
た
張
弘
靖
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
、
一
世
代
前
の
大
暦
十
才
子
の
ひ
と
り
錢
起
「
送
張
將
軍
征
西
」
詩
お
よ
び
こ
の
耿
湋
「
贈
張
將
軍
」
詩
の
「
張
將
軍
」
は
、
そ
の
父
親
の
、
同
じ
く
一
世
代
前
の
張
延
賞
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
き
た
い
（
た
だ
し
「
旧
業
」
が
別
荘
だ
と
す
る
と
、
関
西
に
在
り
と
い
う
点
は
合
わ
な
い
）。「
関
西
」は
『
後
漢
書
』虞
詡
傳
に
「
諺
曰
『
關
西
出
將
、
關
東
出
相
』」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
張
延
賞
は
文
官
で
あ
り
、
節
度
使
と
し
て
は
や
が
て
は
相
公
と
称
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
貞
元
元
年
に
宰
相
と
な
る
前
（
大
暦
末
）
の
西
川
節
度
使
の
時
で
あ
る
と
見
て
、
そ
の
軍
功
を
買
っ
て
将
軍
と
称
さ
れ
て
い
る
と
看
做
せ
ば
、
耿
湋
の
詠
む
「
舊
業
」（
こ
こ
は
別
荘
で
は
な
く
本
業
）
は
関
西
に
在
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
